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第
四
回
神
奈
川
県
「
わ
く
わ
く

モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催

子
ど
も
た
ち
が
乳
牛
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
て
命
の
尊
さ
や
食
の
大
切
さ
を

学
ぶ
、「
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー

ル
」
を
県
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
推
進
委

員
会
（
事
務
局

県
酪
農
業
協
同
組
合

連
合
会
）
が
主
催
で
、
平
成
二
十
四
年

二
月
二
十
三
日
（
木
）、
大
和
市
立
大

野
原
小
学
校
（
大
和
市
上
草
柳
）
に
て

開
催
し
た
。

県
内
の
酪
農
家
七
名
と
親
牛
二
頭
、

子
牛
二
頭
と
と
も
に
訪
れ
、
日
本
大
学

の
生
物
資
源
科
学
部
の
方
々
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
乳
搾
り
や
子
牛
の
ブ
ラ
シ

が
け
体
験
の
ほ
か
、「
餌
の
話
」「
道
具

の
紹
介
」「
牛
の
一
生
」「
牧
場
の
仕
事

に
つ
い
て
」
な
ど
生
乳
生
産
に
関
す
る

話
を
行
っ
た
。

ま
た
、
教
室
で
は
乳
業
メ
ー
カ
ー
の

協
力
を
得
て
、「
工
場
で
牛
乳
が
製
造

さ
れ
、
学
校
に
届
く
ま
で
の
過
程
」
の

Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
放
映
（
㈱
明
治
）
や
「
生
乳

か
ら
ど
の
様
な
食
品
が
作
ら
れ
て
い
る

か
」
の
話
（
森
永
乳
業
㈱
）
を
行
い
、

製
品
な
ど
も
展
示
し
た
。

体
育
館
で
は
、バ
タ
ー
作
り
体
験（
雪

印
メ
グ
ミ
ル
ク
㈱
・
タ
カ
ナ
シ
乳
業
㈱
）

を
、全
学
年
が
実
施
し
、自
分
達
で
作
っ

た
バ
タ
ー
を
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
塗
り
試
食

を
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
他
、
県
農
政
部
畜
産
課
・
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
所
・
県
大

野
山
乳
牛
育
成
牧
場
の
方
々
に
よ
り
、

牛
の
体
の
構
造
に
つ
い
て
の
授
業
を

行
っ
た
。

朝
か
ら
雨
が
降
り
、
と
て
も
寒
い
一

日
で
し
た
が
、こ
の
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー

ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
児
童
七
百
九
十

九
名
は
、「
お
お
き
い
」「
か
わ
い
い
」

「
あ
っ
た
か
い
」な
ど
と
言
い
な
が
ら
、

命
を
感
じ
と
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

父
兄
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

貴
重
な
体
験
が
で
ま
し
た
」「
食
に
つ

い
て
良
く
学
べ
た
」「
私
達
も
体
験
し

た
か
っ
た
」
な
ど
話
し
て
い
た
。

一
方
、
学
校
側
で
は
、「
子
ど
も
た

ち
が
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
」「
牛
乳
の

飲
み
残
し
が
明
日
か
ら
減
る
と
思
う
」

「
良
い
食
育
が
で
き
ま
し
た
」「
わ
く
わ

く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
良

か
っ
た
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
。

今
後
も
普
段
、
学
校
で
飲
ん
で
い
る

牛
乳
が
、
ど
の
様
な
過
程
で
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
酪
農
の
仕
事
や
牛
乳
乳
製

品
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

「
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を

年
一
回
開
催
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
県
酪
連

総
務
部
）

原
発
賠
償
対
策
の
最
近
の
動
き

去
る
一
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
原
発

事
故
損
害
賠
償
対
策
県
協
議
会
第
七
回

幹
事
会
で
、
東
電
は
本
県
の
「
風
評
被

害
」
請
求
に
対
し
て
、
福
島
原
発
と
の

相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

を
理
由
に
賠
償
対
象
外
の
扱
い
（＝

補

償
ゼ
ロ
）と
し
ま
し
た
。
県
協
議
会
は
、

今
後
の
対
応
を
検
討
す
る
場
と
し
て

「
牛
肉
部
会
」
を
新
た
に
設
置
し
、
二

月
十
三
日
に
第
一
回
を
開
き
ま
し
た
。

部
会
に
は
、
生
産
者
代
表
三
名
、
県
畜

産
会
専
務
・
経
営
指
導
部
長
、
Ｊ
Ａ
中

央
会
、
全
農
か
な
が
わ
畜
産
部
長
・
課

長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
県
畜
産
課

二
名
が
出
席
。
原
発
事
故
と
の
相
当
因

果
関
係
を
客
観
的
に
立
証
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
①
市
場
等
実
需
者
か
ら
の

受
け
入
れ
拒
否
の
有
無

②
消
費
者
の

買
い
控
え
行
動
の
有
無

③
個
人
別
収

入
額
の
下
落
状
況

な
ど
を
新
た
な
事

実
と
し
て
積
み
上
げ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
九
州
市
場
と
の

比
較
や
、
全
頭
・
全
戸
検
査
に
よ
る
市

場
受
け
入
れ
頭
数
の
減
少
が
価
格
に
反

映
さ
れ
た
こ
と
（
出
荷
頭
数
制
限
に
よ

り
価
格
が
据
え
置
か
れ
、
買
い
控
え
行

動
に
よ
る
価
格
下
落
を
見
え
づ
ら
く
し

た
。）
に
つ
い
て
も
事
実
確
認
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
今
後
、
第
二
回
牛
肉

部
会
を
開
催
し
、事
実
関
係
を
確
認
後
、

東
電
と
折
衝
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
本
県
同
様
、
風
評
被
害

請
求
の
補
償
ゼ
ロ
回
答
を
受
け
た
長
野

県
や
山
梨
県
な
ど
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（
県
畜
産
会
専
務
理
事

丹
波
）

新
マ
ル
キ
ン
事
業

『
平
成
二
十
三
年
第
３
四
半
期

（
十
二
月
販
売
分
）
の
補
て
ん
金
単
価
』

去
る
一
月
十
日
に
、
平
成
二
十
三
年

十
二
月
販
売
牛
に
対
す
る
肥
育
牛
一
頭

当
た
り
の
肥
育
牛
補
填
金
単
価
の
算
定

結
果
が
農
畜
産
業
振
興
機
構
よ
り
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
均
粗
収
益

肉
専
用
種

七
九
一
、
一
三
七
円

交
雑
種

四
四
一
、
〇
三
八
円

乳
用
種

二
二
四
、
六
八
八
円

◎
平
均
生
産
費

肉
専
用
種

八
五
五
、
二
九
四
円

交
雑
種

六
三
三
、
二
三
五
円

乳
用
種

三
五
八
、
二
八
〇
円

◎
肥
育
牛
補
填
金
単
価
（
平
均
粗
収
益

と
平
均
生
産
費
の
差
額
の
八
割
）

肉
専
用
種

五
一
、
三
〇
〇
円

交
雑
種

一
五
三
、
七
〇
〇
円

乳
用
種

一
〇
六
、
八
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
二
日

（
経
営
指
導
部

倉
迫
）

肉
用
牛
技
術
講
習
会
の
開
催

肉
用
牛
肥
育
技
術
向
上
と
経
営
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
県
畜
産
課
、
県
酪

連
、
県
畜
産
会
、
全
農
神
奈
川
県
本
部
、

三
浦
半
島
酪
連
、
県
畜
産
技
術
協
会
と

の
共
催
に
よ
り
、
講
習
会
及
び
肉
牛
関

連
事
業
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

日
時：

平
成
二
十
四
年
三
月
六
日（
火
）

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

場
所：

厚
木
市
農
協
本
所

大
会
議
室

厚
木
市
水
引
二
―
一
〇
―
三
八

℡
０
４
６
―
２
２
１
―
１
６
６
６

【
講
演
会
】
十
時
三
十
分
〜
十
四
時

「
最
近
の
枝
肉
市
況
と
全
国
の
和
牛

改
良
に
つ
い
て
」

講
師
（
有
）
北
国
肉
牛
商
事

代
表
取
締
役

小
野
健
一
氏

【
説
明
会
】
十
四
時
〜
十
五
時

①
「
か
な
が
わ
産
牛
肉
地
産
地
消
費
推

進
事
業
に
係
る
二
十
四
年
度
事
業
説

明
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
」（
県

畜
産
課
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ

仲
澤

慶
紀
主
査
）

②
「
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資

金
に
つ
い
て
」（
日
本
政
策
金
融
公

庫
横
浜
支
店
農
業
食
品
課

矢
野
太

一
郎
氏
）

③
「
東
電
原
発
事
故
損
害
賠
償
対
策
に

つ
い
て
」（
社
団
法
人
神
奈
川
県
畜

産
会

丹
波
義
彰
専
務
理
事
）

（
お
問
合
せ

神
奈
川
県
畜
産
会

経
営
指
導
部

倉
迫
）

畜
産
技
術
検
討
会（
養
豚
関
係
）

及
び
養
豚
講
演
会
の
開
催

今
後
起
こ
り
う
る
諸
外
国
産
畜
産
物

と
の
販
売
競
争
に
対
抗
で
き
る
国
産
畜

産
物
の
生
産
・
販
売
の
あ
り
方
を
見
出

す
た
め
、
県
畜
産
課
、
県
畜
産
技
術
所
、

全
農
神
奈
川
県
本
部
、
県
養
豚
協
会
、

県
畜
産
技
術
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

情
報
発
表
会
及
び
講
演
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

日
時：

平
成
二
十
四
年
三
月
五
日

（
月
）
午
後
一
時
か
ら

場
所：

ザ
・
ウ
ィ
ン
グ
ス
海
老
名

海
老
名
市
中
央
一
―
一
七
―
一
〇

℡
０
４
６
―
２
３
４
―
１
２
３
３

内
容

《
現
地
情
報
・
研
究
情
報
発
表
会
》

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

①
畜
産
経
営
へ
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
の
取
り
組
み

（
川
村
英
輔

主
任
研
究
員
）

②
豚
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
取

り
組
み（西

田
浩
司

主
任
研
究
員
）

③
系
統
豚
の
あ
ゆ
み
と
今
後
の
課
題

（
山
本

禎

主
任
研
究
員
）

④
県
内
産
豚
肉
の
脂
肪
性
状
の
傾
向
に

つ
い
て（前

田
高
弘

主
査
）

⑤
消
費
者
の
豚
肉
ニ
ー
ズ
の
違
い
と
購

買
行
動（引

地
宏
二

主
任
研
究
員
）

《
養
豚
関
係
団
体
講
演
会
》

十
五
時
十
分
〜
十
七
時

①
「
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
利
用
畜
産
物
認
証

制
度
に
つ
い
て
」

（
社
）
中
央
畜
産
会

岡
部
由
美
子

氏

②
「
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
利
用
と
畜
産
の

発
展
戦
略
」

名
古
屋
大
学

生
命
農
学
研
究

科

淡
路
和
則

氏

（
経
営
指
導
部

橋
本
）

平
成
二
十
四
年
度
死
亡
牛
の
届

出
受
付
、
受
入
日
程
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
の
家
畜
保
健
衛
生

所
に
お
け
る
死
亡
牛
（
二
十
四
ヶ
月
齢

以
上
）
の
届
出
受
付
、
受
入
日
程
を
次

の
と
お
り（
別
表：

死
亡
牛
届
出
受
付
、

受
入
日
程
）
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
死
亡
牛
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
の

円
滑
な
実
施
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（県

畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
）

ち
ょ
う
ち
ょ
う

は
っ

し

ク
イ
ズ
遊
び
で
丁
々
発
止
国
会

そ
ん損
を
し
た
の
は
我
々
国
民

弥
生
・
三
月
桃
の
節
句
も
過
ぎ
て
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
以
上
が
経
ち

ま
し
た
。
被
災
地
の
自
治
体
で
は
「
復

興
む
ら
づ
く
り
推
進
室
」
等
を
立
ち
上

げ
て
、
復
興
に
全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す

が
、
普
段
の
仕
事
に
加
え
て
更
に
復
興

と
な
る
と
絶
対
的
に
職
員
不
足
。
行
政

改
革
に
よ
る
職
員
減
ら
し
が
た
た
っ
て

人
手
が
足
り
ま
せ
ん
。
市
、
県
か
ら
専

門
職
員
の
応
援
を
求
め
て
や
り
く
り
で

す
。
総
務
省
に
よ
る
と
地
方
自
治
体
か

ら
の
応
援
員
は
一
月
四
日
時
点
で
八
〇

四
人
、
復
興
担
当
大
臣
は
都
市
計
画
専

門
の
自
治
体
職
員
一
五
〇
人
以
上
を
新

た
に
被
災
地
応
援
に
向
け
る
と
の
こ
と
。

国
か
ら
の
被
災
地
自
治
体
へ
の
応
援
は

一
月
二
十
三
日
時
点
で
一
七
五
人
、
国

へ
の
応
援
要
請
は
二
九
二
人
で
、
六
割

ど
ま
り
が
現
状
。
こ
ん
な
に
公
務
員
を

総
動
員
し
て
テ
ン
テ
コ
舞
い
し
て
い
る

の
に
、
国
会
で
は
公
務
員
と
そ
の
給
料

を
減
ら
す
決
議
を
す
る
と
の
こ
と
。
財

源
確
保
策
な
ら
ば
、
議
員
自
ら
の
削
減

は
無
い
の
だ
ろ
う
か
。
民
主
党
の
偉
い

人
に
聞
い
た
ら
「
議
員
に
も
生
活
が
あ

る
か
ら
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
が
、
な

ら
ば
公
務
員
も
同
じ
で
は
な
い
か
。
急

い
で
審
議
す
べ
き
事
柄
が
山
積
し
て
い

る
の
に
、
議
員
と
大
臣
と
の
間
で
ク
イ

ま
が

ズ
番
組
紛
い
の
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
基
地
の
あ
る
島＝

「
硫
黄

島
」
の
読
み
方
を
大
臣
に
質
問
。
秘
書

官
が
「
い
お
う
と�

う�

」
と
書
い
た
メ
モ

を
渡
そ
う
と
し
た
ら
質
問
し
た
議
員
が

「
教
え
る
な
！
」
と
一
喝
。
き
っ
と
鹿

い
お
う
じ
ま

児
島
県
の
硫
黄
島＝

鬼
界
ケ
島
と
混
同

し
て
い
な
い
か
試
し
た
か
っ
た
の
で

は
？
こ
ん
な
ク
イ
ズ
紛
い
の
や
り
取
り

で
時
間
を
浪
費
し
て
、
い
っ
た
い
何
の

積
り
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
奴
等
に
給

料
や
り
た
く
ね
ー
よ
。
一
般
公
務
員
の

給
料
減
ら
す
く
ら
い
な
ら
議
員
報
酬
や

政
党
交
付
金
の
削
減
を
、い
や
全
廃
だ
。

被
災
地
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
る

と
、
宮
城
県
の
女
川
町
、
南
三
陸
町
は

ち
ょ
う町
と
読
み
、福
島
県
の
原
発
近
隣
の
町
、

浪
江
、
双
葉
、
大
熊
、
富
岡
、
楢
葉
、

ま
ち

広
野
は
町
だ
そ
う
で
す
ね
。

し
ま

と
う

ま
ち

ち
ょ
う

島
か
島
か
、
町
か
町
か
ど
っ
ち
で
も

ち
ょ
う

ち
ょ
う

は
っ

し

よ
さ
そ
う
な
事
で
丁
々
発
止
と
ク
イ
ズ

遊
び
す
る
暇
が
あ
っ
た
ら
風
評
被
害
で

苦
し
ん
で
い
る
農
畜
産
関
係
の
改
善
対

応
に
全
力
を
挙
げ
て
も
ら
い
た
い
も
の

む
ら

そ
ん

で
あ
る
。
因
み
に
村
と
読
む
か
村
と
読

む
ら

む
か
は
東
北
か
ら
関
東
は
村
、
西
南
に

来
て
岡
山
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
そ
し
て

ぜ
ん
そ
ん

そ
ん

沖
縄
は
全
村
が
村
で
し
た
。

そ
ん

あ
ー
損
し
た
な
、
こ
ん
な
奴
等
を
国

会
に
送
り
込
ん
じ
ゃ
っ
た
我
々
国
民
は
。

ぜ
ん
そ
ん

国
民
は
全
損
だ
よ
ね
ー
。
（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め

競馬の収益金は畜産振興に役立っています。

日催開馬競崎川

別表１：死亡牛届出連絡先
所 管 区 域

横浜市、川崎市、横須賀市、鎌倉市、
逗子市、相模原市、三浦市、厚木市、
大和市、海老名市、座間市、綾瀬市、
三浦郡、愛甲郡

平塚市、小田原市、秦野市、伊勢原市、
南足柄市、中郡、足柄上郡、足柄下郡、
※藤沢市、高座郡、茅ヶ崎市
※県央家保死亡牛保管施設へ搬入

※休日のみ、死亡牛の届出は携帯電話にお願いします。

連絡先（電話番号、FAX）
県央家畜保健衛生所
電話 ０４６‐２３８‐９１１１（代表）
携帯 ０８０‐３４０３‐０１５７ ※
FAX ０４６‐２３８‐９１２４

湘南家畜保健衛生所
電話 ０４６３‐５８‐０１５２（代表）
携帯 ０８０‐３４０３‐０１５６ ※
FAX ０４６３‐５８‐５６７９

別表２：平成２４年度 死亡牛届出受付、受け入れ日程

受入日 閉庁日

日

７

１４

２１

２８

４

１１

１８

２５

２

９

１６

２３

３０

６

１３

２０

２７

３

１０

１７

２４

３

１０

１７

２４

３１

土

６

１３

２０

２７

３

１０

１７

２４

１

８

１５

２２

２９

５

１２

１９

２６

２

９

１６

２３

２

９

１６

２３

３０

金

５

１２

１９

２６

２

９

１６

２３

３０

７

１４

２１

２８

４

１１

１８

２５

１

８

１５

２２

１

８

１５

２２

２９

木

４

１１

１８

２５

１

８

１５

２２

２９

６

１３

２０

２７

３

１０

１７

２４

３１

７

１４

２１

２８

７

１４

２１

２８

水

３

１０

１７

２４

３１

７

１４

２１

２８

５

１２

１９

２６

２

９

１６

２３

３０

６

１３

２０

２７

６

１３

２０

２７

火

２

９

１６

２３

３０

６

１３

２０

２７

４

１１

１８

２５

１

８

１５

２２

２９

５

１２

１９

２６

５

１２

１９

２６

月

１

８

１５

２２

２９

５

１２

１９

２６

３

１０

１７

２４

３１

７

１４

２１

２８

４

１１

１８

２５

４

１１

１８

２５

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

日

１

８

１５

２２

２９

６

１３

２０

２７

３

１０

１７

２４

１

８

１５

２２

２９

５

１２

１９

２６

２

９

１６

２３

３０

土

７

１４

２１

２８

５

１２

１９

２６

２

９

１６

２３

３０

７

１４

２１

２８

４

１１

１８

２５

１

８

１５

２２

２９

金

６

１３

２０

２７

４

１１

１８

２５

１

８

１５

２２

２９

６

１３

２０

２７

３

１０

１７

２４

３１

７

１４

２１

２８

木

５

１２

１９

２６

３

１０

１７

２４

３１

７

１４

２１

２８

５

１２

１９

２６

２

９

１６

２３

３０

６

１３

２０

２７

水

４

１１

１８

２５

２

９

１６

２３

３０

６

１３

２０

２７

４

１１

１８

２５

１

８

１５

２２

２９

５

１２

１９

２６

火

３

１０

１７

２４

１

８

１５

２２

２９

５

１２

１９

２６

３

１０

１７

２４

３１

７

１４

２１

２８

４

１１

１８

２５

月

２

９

１６

２３

３０

７

１４

２１

２８

４

１１

１８

２５

２

９

１６

２３

３０

６

１３

２０

２７

３

１０

１７

２４

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月
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和
牛
子
牛
の
人
工
哺
育

畜
産
技
術
所
の
飼
養
管
理
方
法

は
じ
め
に

乳
牛
の
借
り
腹
で
生
ま
れ
た
黒
毛
和

種
（
和
牛
）
の
子
牛
は
、
ほ
と
ん
ど
が

人
工
哺
育
さ
れ
ま
す
が
、
自
然
哺
育
の

子
牛
に
比
べ
て
発
育
が
悪
い
等
の
理
由

か
ら
、
評
価
が
低
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
和
牛
子
牛
の
た
め
の
飼

養
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
示
さ
れ
、
専
用

の
代
用
乳
や
人
工
乳
が
市
販
さ
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
良
好
な
発
育
の
子
牛
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
む

し
ろ
、
最
近
で
は
人
工
授
精
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
和
牛
子
牛
に
対
し
て
人
工
哺

育
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に

酪
農
家
（
乳
牛
）
か
ら
の
和
牛
子
牛
の

生
産
や
流
通
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
県

内
で
も
酪
農
家
に
よ
る
和
牛
子
牛
の
生

産
と
肉
用
牛
農
家
へ
の
素
牛
の
供
給
が

定
着
し
、
既
に
魅
力
的
な
子
牛
が
生
産

さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
和
牛
子
牛
に
関
す
る
情
報
や
経
験

が
少
な
く
、
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な

い
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ

か
ら
和
牛
子
牛
の
人
工
哺
育
を
始
め
た

い
と
考
え
て
い
る
酪
農
家
へ
の
参
考
と

し
て
、
畜
産
技
術
所
で
実
施
し
て
い
る

人
工
哺
育
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

乳
牛
用
代
用
乳
の
１
日
２
回
哺
乳

畜
産
技
術
所
で
は
受
精
卵
移
植
や
和

牛
子
牛
の
飼
養
管
理
の
研
究
と
所
内
の

繁
殖
素
牛
や
肥
育
素
牛
の
確
保
の
た
め

に
年
５
〜
１０
頭
程
度
の
和
牛
子
牛
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
飼
養
場
所
や
管
理
者

は
乳
牛
の
子
牛
と
一
緒
で
す
の
で
、
和

牛
子
牛
の
特
性
を
把
握
し
な
が
ら
乳
牛

の
子
牛
に
近
い
管
理
で
生
後
１
０
０
日

齢
に
体
重
１
０
０
㎏
を
目
標
に
人
工
哺

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

図
１
に
人
工
哺
育
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
示
し
ま
す
。

初
乳
は
、
生
後
３
日
間
は
給
与
し
、

４
日
目
か
ら
代
用
乳
に
切
り
替
え
て
い

ま
す
。
代
用
乳
は
、
一
般
的
な
乳
牛
用

を
用
い
て
哺
乳
バ
ケ
ツ
で
１
日
２
回
給

与
し
て
い
ま
す
。生
時
体
重
が
小
さ
く
、

１
回
の
摂
取
量
が
少
な
い
子
牛
も
い
る

こ
と
か
ら
、
日
量
３
０
０
ｇ
か
ら
段
階

的
に
給
与
量
を
増
や
す
方
法
（
図
２
）

を
採
用
し
て
お
り
、
子
牛
の
飲
み
具
合

や
ふ
ん
の
性
状
を
観
察
し
な
が
ら
、
増

給
を
加
減
し
た
り
、
最
大
給
与
量
を
調

節
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

人
工
乳
の
摂
取
量
で
離
乳
時
期
を
決
定

人
工
乳
は
生
後
３
日
目
か
ら
少
量
ず

つ
給
与
し
、
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
摂
取
量
を

量
っ
て
み
る
と
図
３
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
乳
牛
の
子
牛
に
比
べ
る
と
人
工
乳

の
摂
取
量
が
増
え
る
の
は
遅
い
よ
う
で

す
が
、
味
を
覚
え
さ
せ
る
た
め
に
口
の

中
に
手
で
入
れ
て
あ
げ
る
な
ど
心
が
け

て
い
ま
す
。
人
工
乳
の
摂
取
量
が
日
量

６
０
０
ｇ
以
上
を
目
安
に
離
乳
し
て
い

ま
す
が
、
乳
牛
に
比
べ
る
と
哺
乳
期
間

は
長
め
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
子
牛
は
５０

〜
６０
日
で
離
乳
し
て
い
ま
す
。
人
工
乳

の
摂
取
量
が
増
え
て
こ
な
い
子
牛
に
は

代
用
乳
を
減
ら
し

て
人
工
乳
の
摂
取

量
を
増
や
し
て
か

ら
離
乳
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

人
工
乳
の
増
給
も

代
用
乳
と
同
様
に

ふ
ん
の
性
状
を
見

な
が
ら
徐
々
に
増

や
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
工
乳
の

摂
取
量
の
増
加
に

は
水
の
摂
取
が
不

可
欠
で
す
。
実
際

に
量
っ
て
み
る

と
、
哺
乳
中
で
も

多
い
牛
は
１
日
に

２
㎏
近
く
の
水
を

飲
ん
で
い
ま
す
。

い
つ
で
も
新
鮮
な

水
が
飲
め
る
よ
う

に
哺
乳
中
か
ら
用
意
し
て
い
ま
す
。

乾
草
は
哺
乳
期
か
ら
少
量
を
給
与

栄
養
充
足
と
第
一
胃
絨
毛
の
発
育
を

促
す
た
め
に
は
穀
類
（
人
工
乳
）
の
摂

取
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

に
乾
草
の
給
与
を
控
え
る
と
い
う
考
え

方
も
あ
り
ま
す
が
、
乾
草
を
全
く
給
与

し
な
い
子
牛
で
は
お
が
く
ず
や
牛
舎
内

の
木
材
な
ど
を
食
べ
て
し
ま
い
、
か

え
っ
て
下
痢
や
消
化
不
良
の
心
配
が
増

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
哺
乳
中

の
子
牛
に
も
少
量
の
乾
草
を
給
与
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
第
一
胃
内
環
境

の
安
定
と
異
物
の
摂
取
を
抑
え
る
こ
と

が
目
的
で
す
の
で
、
細
断
し
た
チ
モ

シ
ー
乾
草
や
ス
ー
ダ
ン
乾
草
の
葉
の
部

分
な
ど
を
１
０
０
ｇ
程
度
を
上
限
に
給

与
し
て
い
ま
す
。
離
乳
後
か
ら
は
乾
草

を
飽
食
に
し
、
日
齢
と
と
も
に
摂
取
量

が
増
え
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
人
工
乳

か
ら
育
成
配
合
へ
の
切
り
替
え
は
９１
日

齢
（
１３
週
）
か
ら
１
週
間
程
度
か
け
て

行
っ
て
い
ま
す
。

生
後
１
０
０
日
齢
で
１
０
０
㎏
が
目
標

畜
産
技
術
所
の
場
合
に
は
、
生
後
３

〜
４
ヶ
月
で
和
牛
子
牛
の
管
理
は
酪
農

担
当
か
ら
和
牛
担
当
へ
引
き
渡
さ
れ
ま

す
。
そ
の
際
の
発
育
は
生
後
１
０
０
日

齢
で
体
重
１
０
０
㎏
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
１５
週
齢
の
発
育
（
体
重
）
は
表

１
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
時
期

に
育
成
配
合
２
㎏
程
度
、
チ
モ
シ
ー
乾

草
１
㎏
程
度
を
摂
取
し
て
い
ま
す
。
こ

の
程
度
の
飼
料
を
食
べ
て
い
れ
ば
和
牛

担
当
に
引
き
渡
さ
れ
た
後
も
飼
料
摂
取

で
苦
労
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

そ
の
他
に
も
、
発
育
や
飼
料
摂
取
を

停
滞
さ
せ
な
い
た
め
に
、
飼
料
を
変
更

し
た
週
に
は
飼
養
場
所
を
変
更
し
な
い

な
ど
、
牛
の
ス
ト
レ
ス
を
重
複
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
期

に
は
、
牛
舎
内
の
換
気
と
保
温
、
代
用

乳
の
温
度
低
下
に
も
注
意
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
和
牛
子
牛
生
産
を
始
め

る
方
に
は
、
春
夏
産
み
に
な
る
よ
う
な

移
植
時
期
、
生
時
体
重
の
大
き
く
な
る

血
統
の
選
択
な
ど
も
有
効
だ
と
思
い
ま

す
。

お
わ
り
に

今
回
は
畜
産
技
術
所
で
実
施
し
て
い

る
和
牛
子
牛
の
人
工
哺
育
の
方
法
を
ひ

と
つ
の
例
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、

健
康
な
子
牛
を
育
て
る
た
め
に
各
地
域

や
農
家
毎
の
状
況
に
合
わ
せ
た
方
法
を

選
択
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
畜
産
技
術
所
で
は
和
牛
子
牛
の

発
育
促
進
や
下
痢
防
止
を
目
的
と
し
た

乳
酸
菌
や
オ
リ
ゴ
糖
の
給
与
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研

究
成
果
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
和
牛
子
牛
に
関
す
る
こ
と
を

ま
と
め
た
資
料
を
当
所
の
普
及
指
導
課

が
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
所

企
画
研
究
課

秋
山
清
）

家家

保保

だだ

よよ

りり

二
重
の
壁
で
防
疫
を

近
年
、
空
海
港
の
整
備
が
進
み
、
と

て
も
手
軽
に
海
外
旅
行
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
海
外
で
は

多
く
の
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
い
る

た
め
、
人
や
物
、
動
物
の
行
き
来
が
増

加
す
る
に
つ
れ
、
病
原
体
が
海
外
か
ら

国
内
に
持
ち
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
実
際
に
我
が
国
で

は
、
昨
年
度
、
口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
伝
染
性
疾
病
が

発
生
し
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。で

は
、
こ
れ
ら
の
伝
染
性
疾
病
が
、

国
内
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め

に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い

る
か
、
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

日
本
へ
輸
入
さ
れ
る
動
物
や
畜
産
物

は
、
空
海
港
で
様
々
な
検
査
を
受
け
、

病
原
体
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

に
入
国
す
る
海
外
旅
行
客
等
が
、
持
っ

て
く
る
荷
物
の
中
か
ら
肉
製
品
等
を
嗅

ぎ
分
け
て
発
見
す
る
検
疫
探
知
犬
を

使
っ
た
検
査
や
、
入
国
す
る
際
に
人
が

必
ず
通
過
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
所

に
消
毒
マ
ッ
ト
を
設
置
し
て
靴
底
の
消

毒
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
に
加
え
、
平
成
二
十

三
年
四
月
の
家
畜
伝
染
病
予
防
法
改
正

に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
十
月
か
ら
入

国
者
に
対
し
て
、
海
外
滞
在
時
に
畜
産

関
連
施
設
へ
立
ち
入
っ
た
か
等
を
質
問

し
、
必
要
に
応
じ
て
衣
服
や
靴
な
ど
を

消
毒
す
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
海
外
か
ら
病
原
体
が
侵
入
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
の
「
水
際
の
壁
」
が
さ
ら

に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
病
原
体
は
、
い
つ
、
ど
の

よ
う
に
こ
の
壁
を
越
え
て
日
本
に
侵
入

す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
家
畜
の
所
有

者
の
方
は
、「
水
際
の
壁
」
に
頼
り
き

ら
ず
、
日
頃
か
ら
の
消
毒
等
の
衛
生
対

策
を
実
施
し
て「
農
場
の
壁
」を
作
り
、

水
際
と
農
場
の
二
重
の
壁
で
海
外
か
ら

の
伝
染
性
疾
病
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。（

県
央
家
畜
保
健
衛
生
所

仙
波
）

大
野
山
た
よ
り

先
月
末
に
恒
例
の
火
入
れ
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
風

も
ほ
と
ん
ど
な
く
絶
好
の
日
和
で
し

た
。
火
入
れ
場
所
は
例
年
と
同
じ
「
ま

き
ば
館
」
か
ら
頂
上
に
向
か
っ
て
の
左

右
の
斜
面
で
す
。
火
入
れ
で
一
番
大
事

な
の
点
火
作
業
で
す
。
火
の
道
筋
を
読

ん
で
判
断
し
、
う
ま
い
時
期
に
ぱ
っ
、

ぱ
っ
、
ぱ
っ
と
斜
面
を
す
ば
や
く
移
動

し
な
が
ら
点
火
し
て
ゆ
き
ま
す
。
適
役

の
火
付
け
人
二
人
は
ベ
テ
ラ
ン
の
地
元

出
身
者
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
昨
年
は

真
下
か
ら
火
を
付
け
て
し
ま
っ
た
の

で
、
上
の
牧
柵
に
一
列
に
並
ん
だ
消
火

部
隊
の
頭
を
越
え
て
後
ろ
の
草
地
に
飛

び
火
し
た
り
と
、
火
が
強
す
ぎ
て
消
火

部
隊
が
て
ん
や
わ
ん
や
で
し
た
が
、
今

年
は
慎
重
に
慎
重
に
斜
面
途
中
か
ら
点

火
し
て
、
上
部
を
焼
い
た
後
、
下
を
焼

く
と
い
っ
た
作
業
を
何
編
か
繰
り
返
し

て
、
小
面
積
ご
と
に
火
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。
お
か
げ
で
時
間
は
か
な
り
か
か

り
ま
し
た
が
、
安
全
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
火
入

れ
場
所
に
は
、
可
燃
性
の
配
管
も
む
き

出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、こ
こ
は
死
守
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

動
力
噴
霧
器
で
放
水
し
な
が
ら
、
下
か

ら
吹
き
上
げ
て
く
る
熱
風
を
じ
っ
と
我

慢
し
な
が
ら
人
海
戦
術
で
ス
コ
ッ
プ
で

大
急
ぎ
で
泥
を
か
け
て
鎮
火
し
ま
し
た

が
、
息
も
で
き
な
い
ぐ
ら
い
の
烈
風
は

す
さ
ま
じ
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
熱
の

お
お
も
と
は
植
物
が
光
合
成
で
蓄
積
し

た
あ
の
夏
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
か

と
、
つ
く
づ
く
感
心
し
た
次
第
で
す
。

さ
て
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
お
こ
ぼ

れ
利
用
と
い
え
ば
、
大
野
山
牧
場
で
は

今
年
も
だ
る
ま
ス
ト
ー
ブ
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
燃
料
調
達
の
た
め
、
ゴ
ル
フ

場
に
ま
き
集
め
に
行
き
ま
し
た
。
場
所

は
静
岡
県
小
山
市
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
で

片
道
三
十
分
ち
ょ
っ
と
で
す
。
伐
採
し

て
幹
を
集
積
し
た
所
へ
行
き
ま
す
。
世

間
で
も
ま
き
ス
ト
ー
ブ
が
流
行
っ
て
い

る
の
か
ラ
イ
バ
ル
が
増
加
中
で
す
。
ゴ

ル
フ
場
で
は
以
前
は
焼
却
処
分
し
て
い

た
の
で
、
薪
利
用
は
双
方
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
で
す
し
、
環
境
に
優
し
い
エ
コ

対
策
で
す
。
事
務
所
の
ゴ
キ
ブ
リ
が

減
っ
た
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
書

類
な
ど
が
燻
製
臭
く
な
る
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
長

青
木
）

図３ 飼料摂取量の推移

人工哺育中の子牛

図１ 人工哺育のスケジュール

図２ 哺乳量の例

表１ 和牛子牛の発育と飼料摂取量

畜
産
経
営

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
か
ら

平
成
十
八
年
度

畜
産
経
営
診
断
・
分
析
結
果
�

第６１５号 平成２４年３月１日（木曜日）


